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【背景】野菜と果物の低摂取と大腸がんの高リスクとの関連についてのエビデンスは必ずし

も十分でない。低摂取の継続に対する大腸がんリスクを評価することが重要である。  

【方法】基礎資料として、 JACC Study における 40～ 79 歳の 45,516 人のベースライン調査

データと 14,549 人の中間調査データを用いた。自記式質問票による野菜と果物の摂取頻度

を低・中・高摂取頻度に 3 区分し、低摂取頻度をさらに 2 つに細分した。追跡調査による大

腸がん罹患の有無に基づいて、ハザード比と 95％信頼区間を、Cox 回帰により交絡変数を

調整して推定した。  

【結果】ベースライン後の 598,605 人年の追跡により、大腸がん罹患 806 人が観察された。

ベースライン時の中・高頻度摂取に対する低頻度摂取（細分の低い方）における大腸がんハ

ザード比は、野菜で 0.95（ 95％信頼区間 0.77-1.16）、果物で 1.08（ 95％信頼区間 0.90-

1.29）であった。一方、中間調査後の 125,980 人年の追跡により、大腸がん罹患 197 人が観

察された。ベースライン調査と中間調査ともに、中・高頻度摂取の継続に対する低頻度摂取

の継続における大腸がんハザード比は、野菜で 0.91（ 95％信頼区間 0.61-1.37）、果物で

0.87（ 95％信頼区間 0.59-1.27）であった。  

【結論】これらの結果から、野菜と果物の低摂取および低摂取の継続は大腸がんリスクとの

強い関連がないことが示唆される。  

 

キーワード：大腸がん、野菜、果物、食物摂取、疫学  

1 
 


